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紡
が
れ
る
蚕
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の
歴
史
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渡
辺
真
吾
（
わ
た
な
べ
・
し
ん
ご
）

１
９
７
２
年
生

ま
れ
。
岡
山
県
出
身
。
東
京
大
経
済
学
部
卒
、
米
ミ
シ
ガ

ン
大
で
経
済
学
博
士
号
取
得
。

年
に
日
本
銀
行
入
行
後
、

大
阪
支
店
営
業
課
長
や
金
融
研
究
所
経
済
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

研
究
課
長
な
ど
を
経
て
、
２
０
２
０
年
９
月
か
ら
現
職
。

私
は
、
前
橋
支
店
の
前

に
金
融
研
究
所
に
い
た
。

よ
く
あ
る
質
問
が
「
日
銀

の
外
に
あ
る
組
織
な
の

か
」
と
「
ど
ん
な
仕
事
を

し
て
い
る
の
か
」
だ
。

金
融
研
究
所
は
、
本
店

に

あ
る
局
室
研
究
所
の

一
つ
。
１
９
８
２
年
に
日

本
銀
行
創
立
１
０
０
周
年

を
記
念
し
設
立
さ
れ
た
。

経
済
学
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
学
術
的
な
研
究
を

し
た
り
、
学
会
に
参
加
し

た
り
す
る

ま
た

歴
史
的

資
料
の
収
集
・
保
存
や
、

展
示
す
る
貨
幣
博
物
館
の

運
営
も
行
っ
て
い
る
（
東

京
・
日
本
橋
に
あ
り
、
入

場
無
料
で
週
末
も
開
館

！
）
。

こ
ん
な
こ
と
を
書
く

と
、
群
馬
と
縁
の
な
い
仕

事
の
よ
う
だ
が
、
実
は
さ

に
あ
ら
ず
。

私
は
、

年
に
始
ま
っ

た
昭
和
恐
慌
も
研
究
対
象

と
し
て
い
た
。
米
国
の
大

恐
慌
の
波
及
は
当
然
あ
っ

た
が
、
同
時
に
生
じ
た
の

が
農
産
物
価
格
の
大
幅
下

落
だ
。
そ
れ
が
農
家
の
所

得
・
消
費
の
減
少
を
通

じ
、
ど
う
景
気
を
悪
化
さ

せ
た
か
研
究
し
て
い
た
。

こ
の
時
の
農
家
の
窮
状
は

「
昭
和
農
業
恐
慌
」
と
呼

ば
れ
る
。

主
要
農
産
物
で
最
も
値

下
が
り
し
た
の
が
、
生
糸

の
原
材
料
で
あ
る
繭
だ
。

年
は
前
年
の
半
値
以

下
。
当
時
日
本
製
で
９
割

を
満
た
し
た
米
国
の
生
糸

需
要
の
減
少
や
、
金
解
禁

に
向
け
た
円
高
に
よ
る
生

糸
価
格
下
落
、
史
上
最
高

を
記
録
し
た
繭
生
産
が
要

因
と
み
ら
れ
る
。
そ
し
て

私
は
、
研
究
の
過
程
で
群

馬
が
養
蚕
県
だ
っ
た
と
知

っ
た
。
改
め
て
確
認
す
る

と
、

年
の
群
馬
は
、
総

世
帯
の
う
ち
４
割
近
く
を

養
蚕
農
家
が
占
め
る
。

群
馬
赴
任
が
決
ま
り
、

縁
を
感
じ
た
の
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
群
馬
の
方
々

で
や
ぐ
ら
の
あ
る
家
を
見

か
け
、
感
慨
ひ
と
し
お
。

養
蚕
の
記
憶
が
、
通
常
の

風
景
の
一
部
と
し
て
残
る

こ
と
に
驚
く
。

わ
が
国
の
現
在
の
繭
生

産
は
皆
減
に
近
く
、

年

の
０
・

％
。
た
だ
、
最

大
の
４
割
を
担
う
の
が
群

馬
だ

２
０
２
０
年

農
林

水
産
省
「
蚕
糸
業
を
め
ぐ

る
事
情
」
）

つ
ま
り

貴

重
な
現
役
の
養
蚕
県
で
も

あ
る
。
全
国
の
養
蚕
農
家

は
毎
年
数
十
戸
単
位
で
減

少
し
て
お
り
、

年
時
点

で
２
３
０
戸
弱
。
う
ち
群

馬
は
最
多
の

戸
強
で
、

例
え
ば
、
前
橋
や
富
岡
に

そ
れ
ぞ
れ

戸
台
半
ば
。

県
に
は
、
養
蚕
も
担
当
す

る
蚕
糸
園
芸
課
が
あ
り
、

技
術
や
新
規
就
農
を
支
援

し
て
い
る
。
繭
を
使
う
、

全
国
に
２
社
し
か
残
ら
な

い
器
械
製
糸
工
場
の
一
つ

も
安
中
に
あ
る
。

跡
が
世
界
遺
産
登
録
さ

れ
て
い
る
藤
岡
の
高
山
社

は
、
国
内
外
で
養

蚕
技
術
の
普
及
に

取
り
組
ん
だ
と
い

う
。
蚕
糸
の
歴
史

を
紡
ぎ
続
く
群
馬
に
は
、

そ
う
し
た
熱
意
が
綿
々
と

受
け
継
が
れ
て
い
る
の
だ

ろ
う
。

皆
さ
ま
、
本
年
も
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
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